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＜研究報告要旨＞ 
日本の上場企業において、ファミリー企業はどのような地位を占めてきたのでしょう
か？また、上場企業での事業継承はどのように展開されてきたのでしょうか？本研究で
は1962年から2010年までの長期的データを用いて、上場企業におけるファミリー企業
の実態について発表していただきました。具体的には、(1)年代別・業種別のファミリー
企業数の推移、(2)経営参加状況・株式保有構造の現状、(3)事業継承における株式保有構
造の変化について確認することで、上場企業におけるファミリー企業の位置づけ、事業
継承の形態について考察する一方で、百貨店における事業承継については個別具体的な
企業ごとの特徴を報告していただきました。 
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